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(57)【要約】
【課題】両側帯波に混信成分が含まれている変調信号か
ら混信成分を除去することができる変調信号検波装置の
回路規模や製造コスト、検波に要する処理負荷の増大を
抑制すること。
【解決手段】受信した変調信号に基づいて、希望局から
送信された上側帯波と下側帯波とを検波する希望局検波
部と、希望局検波部により検波された上側帯波及び下側
帯波のいずれか一方の側帯波を選択する信号選択部と、
信号選択部により選択された側帯波側の周波数を搬送波
周波数としている隣接局から送信される側帯波を検波す
る隣接局検波部と、信号選択部により選択された側帯波
と、隣接局検波部により検波された側帯波とに基づいて
、希望局から送信された側帯波から混信成分を除去する
混信成分除去部とを有する変調信号検波装置とした。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信した変調信号に基づいて、希望局から送信された上側帯波と下側帯波とを検波する
希望局検波部と、
　前記希望局検波部により検波された上側帯波及び下側帯波のいずれか一方の側帯波を選
択する信号選択部と、
　前記信号選択部により選択された側帯波側の周波数を搬送波周波数としている隣接局か
ら送信される側帯波を検波する隣接局検波部と、
　前記信号選択部により選択された側帯波と、前記隣接局検波部により検波された側帯波
とに基づいて、前記希望局から送信された側帯波から混信成分を除去する混信成分除去部
と
を有することを特徴とする変調信号検波装置。
【請求項２】
　前記希望局検波部により検波された上側帯波及び下側帯波に関する各混信レベルを抽出
する混信レベル抽出部を備え、
　前記信号選択部は、前記混信レベル抽出部により抽出された前記混信レベルに基づいて
、混信レベルが低い側の側帯波を選択することを特徴とする請求項１に記載の変調信号検
波装置。
【請求項３】
　前記希望局検波部は、受信した変調信号を希望局の搬送波の位相と当該位相を９０度シ
フトした位相とに同期させる第１位相同期部を有し、
　前記隣接局検波部は、受信した変調信号を前記隣接局の搬送波の位相と当該位相を９０
度シフトした位相とに同期させる第２位相同期部とを有することを特徴とする請求項１又
は請求項２に記載の変調信号検波装置。
【請求項４】
　前記隣接局検波部は、検波した上側帯波及び下側帯波のうち、前記信号選択部により選
択された側帯波と対応する側の側帯波の周波数と、前記希望局と前記隣接局との搬送波の
差分周波数とを積算処理する積算部と、
　前記積算部の積算結果から、前記積算処理で用いなかった側の隣接局の側帯波の周波数
成分を抽出して前記混信成分除去部へ出力する妨害周波数抽出部とを有し、
　前記混信成分除去部は、前記信号選択部により選択された希望局の側帯波の周波数成分
から、前記周波数抽出部から入力された周波数成分を減算処理することにより、前記混信
成分を除去することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の変調信号検波装置
。
【請求項５】
　前記混信レベル抽出部は、上側帯波と下側帯波との各直流成分を前記混信レベルとして
抽出することを特徴とする請求項２～４のいずれか１項に記載の変調信号検波装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、変調信号検波装置に関するものであり、特に、上下両側帯波に混信成分が含
まれている変調信号から混信成分を除去する変調信号検波装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　音声信号を含む振幅変調された信号（以下、「ＡＭ（Amplitude Modulation）信号」と
いう。）等には、上側帯波（以下、「ＵＳＢ（Upper Side Band）」という。）と下側帯
波（以下、「ＬＳＢ（Lower Side Band）」という。）という２種類の音声信号成分が含
まれている。
【０００３】
　ＵＳＢ及びＬＳＢは、周波数帯域において、変調の際に使用した搬送波の周波数に対し
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て対称な周波数帯域に形成される。そして、ＵＳＢは、搬送波の周波数よりも高い周波数
帯域に形成される音声信号成分であり、ＬＳＢは、搬送波の周波数よりも低い周波数帯域
に形成される音声信号成分である。
【０００４】
　受信したＡＭ信号から音声信号成分であるＵＳＢやＬＳＢを抽出する検波方法としては
、同期検波が広く知られている。同期検波は、ＡＭ信号の受信装置側で搬送波と位相同期
した信号を生成し、その信号を用いてＡＭ信号からＵＳＢやＬＳＢを抽出する検波方法で
ある。
【０００５】
　この同期検波では、搬送波に位相同期した信号と受信したＡＭ信号とを乗算することに
より、ＵＳＢとＬＳＢとの和である「ＵＳＢ＋ＬＳＢ」を取得し、搬送波の位相を９０度
シフトさせた信号と受信したＡＭ信号とを乗算することによって、ＵＳＢとＬＳＢとの差
である「ＵＳＢ－ＬＳＢ」とを取得する。
【０００６】
　そして、これら「ＵＳＢ＋ＬＳＢ」と「ＵＳＢ－ＬＳＢ」との和又は差を取ることによ
ってＵＳＢ又はＬＳＢを抽出する。
【０００７】
　搬送波に位相同期した信号や搬送波の位相を９０度シフトさせた信号の生成には、ＰＬ
Ｌ（位相同期ループ）回路等の位相同期回路が用いられる（たとえば、特許文献１参照。
）
【０００８】
　また、かかる同期検波を行う場合、希望する放送局（以下、「希望局」という。）から
受信したＡＭ信号に、他の放送局（以下、「妨害局」という。）から送信されたＡＭ信号
が混ざり込んで混信が発生することがある。
【０００９】
　混信は、多くの場合、希望局で使用する搬送波と最も近い周波数の搬送波を使用してい
る放送局（以下、「隣接局」という。）から送信されたＡＭ信号が希望局から送信された
ＡＭ信号に混ざりこむことにより発生する。
【００１０】
　このとき、希望局よりも周波数の高い搬送波を使用している隣接局が妨害局であった場
合、希望局から受信したＡＭ信号のＵＳＢに、妨害局から送信されたＡＭ信号のＬＳＢが
重なり合っている。一方、希望局から受信したＡＭ信号のＬＳＢには、混信成分が重なり
合っていない。
【００１１】
　そのため、このような場合には、同期検波を用いて「ＵＳＢ＋ＬＳＢ」と「ＵＳＢ－Ｌ
ＳＢ」との和又は差を取ることによって、混信成分を含まないＬＳＢのみを選択的に抽出
すれば、妨害局との混信を回避して音声信号成分を抽出することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２００５－２８６７８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、上記従来の同期検波では、ＵＳＢとＬＳＢとの両側帯波に混信成分が含
まれていた場合に、混信を回避することができない。
【００１４】
　ＵＳＢとＬＳＢとの両側帯波に混信成分が含まれていた場合、希望局で使用する搬送波
よりも高い周波数の搬送波を利用している隣接局（以下、「上側隣接局」という。）と、
希望局で使用する搬送波よりも低い周波数の搬送波を利用している隣接局（以下、「下側
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隣接局」という。）とを考慮して混信成分の除去を行う必要がある。
【００１５】
　そのため、受信したＡＭ信号を上側隣接局の搬送波の位相と、その位相を９０度シフト
させた位相とに同期させて上側隣接局のＵＳＢ又はＬＳＢを取得すると共に、受信したＡ
Ｍ信号を下側隣接局の搬送波の位相と、その位相を９０度シフトさせた位相とに同期させ
て下側隣接局のＵＳＢ又はＬＳＢを取得する必要がある。
【００１６】
　そのため、希望局から送信されたＡＭ信号を検波するためには、変調信号検波装置に希
望局用と上側隣接局用と下側隣接局用という３つのＰＬＬを設けなければならない。
【００１７】
　このように、変調信号検波装置に３つのＰＬＬを設けることは、回路規模や製造コスト
、検波に要する処理負荷の増大につながる。
【００１８】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、両側帯波に混信成分が含まれているＡ
Ｍ信号から混信成分を除去することができる変調信号検波装置の回路規模や製造コスト、
検波に要する処理負荷の増大を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、受信した変調信号に基づいて、
希望局から送信された上側帯波と下側帯波とを検波する希望局検波部と、前記希望局検波
部により検波された上側帯波及び下側帯波のいずれか一方の側帯波を選択する信号選択部
と、前記信号選択部により選択された側帯波側の周波数を搬送波周波数としている隣接局
から送信される側帯波を検波する隣接局検波部と、前記信号選択部により選択された側帯
波と、前記隣接局検波部により検波された側帯波とに基づいて、前記希望局から送信され
た側帯波から混信成分を除去する混信成分除去部とを有する変調信号検波装置を提供する
こととした。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、上側側帯波及び下側側帯波の両側帯波に混信成分が含まれている変調
信号から混信成分を除去することができる変調信号検波装置の回路規模や製造コスト、検
波に要する処理負荷の増大を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１は、本実施形態に変調信号検波装置による変調信号からの混信成分の除去手
順を示す説明図である。
【図２】図２は、本実施形態に係る変調信号検波装置の構成を示す機能ブロック図である
。
【図３】図３は、希望局検波部を示す回路構成図である。
【図４】図４は、隣接局検波部を示す回路構成図である。
【図５】図５は、混信レベル抽出部を示す回路構成図である。
【図６】図６は、信号選択ロジックを示す回路構成図である。
【図７】図７は、パルスノイズ除去部におけるパルスノイズ検出部を示す回路構成図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明に係る変調信号検波装置の一実施形態について、図面を参照して具体的に
説明する。まず、図１を参照して、本実施形態の変調信号検波装置による変調信号からの
混信成分の除去手順について説明する。
【００２３】
　ここでは、変調信号として振幅変調された信号（以下、「ＡＭ（Amplitude Modulation
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）信号を受信して検波する車載ラジオ内に設ける変調信号検波装置に対して、本発明を適
用した場合を例に挙げて説明する。
【００２４】
　図１は、本実施形態に変調信号検波装置による変調信号からの混信成分の除去手順を示
す説明図である。なお、以下の説明において、変調信号検波装置により受信しようとする
変調信号の送信局を希望局といい、希望局で使用している搬送波周波数に近い周波数を搬
送波周波数として使用している他の放送局を隣接局という。
【００２５】
　また、希望局の搬送波周波数よりも高い搬送波周波数を使用している隣接局を上側隣接
局、希望局の搬送波周波数よりも低い搬送波周波数を使用している隣接局を下側隣接局と
いう。
【００２６】
　なお、変調信号検波装置により受信したＡＭ信号に上側隣接局から送信された混信成分
が混入していた場合、上側隣接局を上側妨害局といい、受信したＡＭ信号に下側隣接局か
ら送信された混信成分が混入していた場合、下側隣接局を下側妨害局という。
【００２７】
　図１では、希望局から送信されたＡＭ信号のＵＳＢ（Upper Side Band）及びＬＳＢ（L
ower Side Band）を実線で示し、上側隣接局から送信されたＡＭ信号のＵＳＢ及びＬＳＢ
を破線で示し、下側隣接局から送信されたＡＭ信号のＵＳＢ及びＬＳＢを一点鎖線で示し
ている。
【００２８】
　車載ラジオでは、図１の上段に示すように、走行場所によっては、ＡＭ信号を受信した
際に希望局から送信されたＵＳＢに上側隣接局から送信されたＬＳＢが混信成分として混
入すると共に、希望局から送信されたＬＳＢに下側隣接局から送信されたＵＳＢが混信成
分として混入することがある。
【００２９】
　このように、受信した希望局のＵＳＢ及びＬＳＢの両側帯波に混信が生じた場合、受信
したＡＭ信号を希望局、上側隣接局、下側隣接局で使用されている各搬送波に位相同期さ
せた信号を生成する。
【００３０】
　そして、各搬送波に位相同期させた信号を用いて希望局、上側隣接局、下側隣接局の各
ＵＳＢとＬＳＢの周波数成分を抽出し、希望局からのＵＳＢ又はＬＳＢに混入している隣
接局のＵＳＢ又はＬＳＢの周波数成分を除去することによって、ＡＭ信号混信成分を除去
することはできる。
【００３１】
　しかし、受信したＡＭ信号を希望局、上側隣接局、下側隣接局の各搬送波に位相同期さ
せるためには、希望局用、上側隣接局、下側隣接局の各搬送波毎にそれぞれＰＬＬ（Phas
e Locked Loop）等の位相同期回路を設ける必要があり、これが変調信号検波装置の回路
規模や製造コスト、検波に要する処理負荷の増大につながるため、本実施形態では、２つ
の位相同期回路を用いてＡＭ信号からの混信成分の除去を可能としている。
【００３２】
　この変調信号検波装置では、図１の上段に示すように、希望局から受信したＵＳＢ（以
下、「希望局ＵＳＢ」という。）とＬＳＢ（以下、「希望局ＬＳＢ」という。）との両側
帯波に混信成分が混入していた場合、図１の中段に示すように、希望局ＵＳＢと希望局Ｌ
ＳＢとに混入している各混信成分の大小（以下、「混信レベル」という。）を判定する。
【００３３】
　図１の上段に示す例では、周波数領域において、希望局ＵＳＢと上側妨害局から送信さ
れたＬＳＢ（以下、「上側妨害局ＬＳＢ」という。）との重複部分が、希望局ＬＳＢと下
側妨害局から送信されたＵＳＢ（以下、「下側妨害局ＵＳＢ」という。）との重複部分よ
りも小さい。
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【００３４】
　すなわち、この場合、図１の中段に示すように、希望局ＵＳＢに含まれる混信成分（上
側妨害局ＬＳＢ）の方が、希望局ＬＳＢに含まれる混信成分（下側妨害局ＵＳＢ）よりも
小さい。
【００３５】
　本実施形態の変調信号検波装置では、このような場合、希望局ＵＳＢの方が希望局ＬＳ
Ｂよりも混信レベルが低いと判定する。
【００３６】
　そして、変調信号検波装置では、図１の下段に示すように、上側隣接局（上側妨害局）
のＵＳＢ（非混信成分）の周波数から上側妨害局ＬＳＢ（混信成分）を求め、この混信成
分を希望局ＵＳＢから除去する。
【００３７】
　このとき、変調信号検波装置では、受信したＡＭ信号を希望局の搬送波と同期させた信
号と、受信した信号を希望局の搬送波を９０°シフトさせた信号とを生成し、これらの各
信号とＡＭ信号とを用いて希望局ＵＳＢを生成する。
【００３８】
　また、変調信号検波装置では、受信したＡＭ信号を上側妨害局の搬送波と同期させた信
号と、受信したＡＭ信号を上側妨害局の搬送波を９０°シフトさせた信号とを生成し、こ
れらの各信号とＡＭ信号とを用いて上側妨害局ＬＳＢを生成する。
【００３９】
　そして、変調信号検波装置は、生成した希望局ＵＳＢから上側妨害局ＬＳＢの周波数成
分を除去することによって、ＡＭ信号に含まれる混信成分の除去を行う。
【００４０】
　希望局ＵＳＢと希望局ＬＳＢとは、周波数が希望局の搬送波周波数に対して対象であり
、その振幅は同一であるため、混信成分を除去した希望局ＵＳＢを抽出することによって
、ＡＭ信号中から混信のない音声信号を再生することができる。
【００４１】
　このように、本実施形態の変調信号検波装置では、希望局の搬送波周波数に対して、混
信レベルが低い側の妨害局（ここでは、上側妨害局）から送信されている両側帯波を生成
して混信成分の除去を行うため、混信レベルが高い側の（ここでは、下側妨害局）から送
信されている両側帯波を生成する必要がない。
【００４２】
　そのため、本実施形態の変調信号検波装置では、混信レベルが高い側の妨害局から送信
されている両側帯波を生成するための位相同期回路を設ける必要がなく、受信したＡＭ信
号を希望局の搬送波と、混信レベルが低い側の妨害局の搬送波とに位相同期させるための
２つの位相同期回路を設けるだけで、ＡＭ信号から混信成分の除去を行うことができる。
【００４３】
　これにより、本実施形態の変調信号検波装置によれば、３つの位相同期回路を備える変
調信号検波装置に比べて回路希望を縮小することができると共に、低コストで製造するこ
とができ、検波に要する処理負荷を軽減することができる。
【００４４】
　また、この変調信号検波装置では、希望局ＵＳＢと希望局ＬＳＢとのうち、混信レベル
の低い側の側帯波から混信成分を除去するため、混信レベルが高い側の側帯波から混信成
分を除去するよりも良好な側帯波を生成することができる。
【００４５】
　すなわち、混信レベルが低い側の側帯波と混信レベルが高い側の側帯波の周波数成分を
比較した場合、当然ながら混信レベルが低い側の側帯波の方が混信成分を含まない周波数
成分の割合が高い。
【００４６】
　そのため、混信レベルが低い側の側帯波から混信成分を除去した場合には、混信レベル
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が高い側の側帯波から混信成分を除去した場合よりも、混信成分の除去の影響が少ない周
波数成分を多く含んだ側帯波を生成することができるため、音声信号を再生するために、
より良好な側帯波を生成することができる。
【００４７】
　次に、本実施形態に係る変調信号検波装置の構成について、図２を参照して具体的に説
明する。図２は、本実施形態に係る変調信号検波装置１の構成を示す機能ブロック図であ
る。
【００４８】
　図２に示すように、本実施形態に係る変調信号検波装置１は、希望局検波部２と、混信
レベル抽出部３と、信号選択ロジック４と、信号選択部５と、混信成分除去部６と、隣接
局検波部７と、パルスノイズ除去部８とを備えている。
【００４９】
　希望局検波部２は、受信信号（ここでは、ＡＭ信号）から希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳ
Ｂを生成して、混信レベル抽出部３と信号選択部５へ出力する検波回路である。
【００５０】
　なお、この希望局検波部２には、受信したＡＭ信号から抽出された所定の帯域幅（中間
周波数）の信号をＡ／Ｄ（アナログ／ディジタル）変換したＡＭ信号が入力される。この
中間周波数のＡＭ信号の抽出、及びＡ／Ｄ変換は、所定のＦ／Ｅ（Front/End）処理部（
図示略。）により行われる。
【００５１】
　この希望局検波部２の具体的な回路構成は後に詳述するが、この希望局検波部２は、受
信したＡＭ信号を希望局の搬送波に位相同期させた信号（以下、「希望局同期信号」とい
う。）と、受信したＡＭ信号を希望局の搬送波の位相を９０°シフトさせた信号に位相同
期させた信号（以下、「希望局シフト信号」という。）とを生成する第１位相同期部２１
を備えている。
【００５２】
　そして、希望局検波部２は、希望局同期信号及び希望局シフト信号のそれぞれに、受信
したＡＭ信号を掛け合わせることによって、希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢを生成する。
【００５３】
　混信レベル抽出部３は、希望局検波部２から入力される希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢ
に含まれる各ＤＣ（直流）成分を抽出し、その各ＤＣ成分を希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳ
Ｂの各混信レベルとして信号選択ロジック４へ出力する。
【００５４】
　信号選択ロジック４は、混信レベル抽出部３から入力されるＤＣ成分が小さい方の側帯
波（希望局ＵＳＢ又は希望局ＬＳＢのいずれか一方）を信号選択部５に選択させるための
選択信号を信号選択部５へ出力する。
【００５５】
　また、この信号選択ロジック４は、後述の第２位相同期部７１へ向けて、信号選択部５
に選択させる側帯波と対応する側の隣接局の搬送波を選択させるための選択信号を出力す
る。
【００５６】
　すなわち、信号選択ロジック４は、希望局ＵＳＢの混信レベルが希望局ＬＳＢの混信レ
ベルよりも低かった場合、希望局ＵＳＢを選択させるための選択信号を信号選択部５へ出
力すると共に、希望局の搬送波周波数よりも高い周波数を搬送波として使用している上側
隣接局の搬送波を選択させるための選択信号を第２位相同期７１へ向けて出力する。
【００５７】
　一方、信号選択ロジック４は、希望局ＬＳＢの混信レベルが希望局ＵＳＢの混信レベル
よりも低かった場合、希望局ＬＳＢを選択させるための選択信号を信号選択部５へ出力す
ると共に、希望局の搬送波周波数よりも低い周波数を搬送波として使用している下側隣接
局の搬送波を選択させるための選択信号を第２位相同期７１へ向けて出力する。
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【００５８】
　さらに、この信号選択ロジック４は、隣接局検波部７が備える後述の信号選択部７１へ
向けて、信号選択部５に選択させる側帯波と対応する側の妨害局から送信された側帯波（
妨害局ＵＳＢ又は妨害局ＬＳＢのいずれか一方）を選択させるための選択信号を出力する
。
【００５９】
　すなわち、信号選択ロジック４は、希望局ＵＳＢの混信レベルが希望局ＬＳＢの混信レ
ベルよりも低かった場合、上側妨害局から送信されたＵＳＢを選択させるための選択信号
を信号選択部７２へ向けて出力する。
【００６０】
　一方、信号選択ロジック４は、希望局ＬＳＢの混信レベルが希望局ＵＳＢの混信レベル
よりも低かった場合、下側妨害局から送信されたＬＳＢを選択させるための選択信号を信
号選択部７２へ向けて出力する。
【００６１】
　信号選択部５は、信号選択ロジック４から入力される選択信号に基づいて、希望局検波
部２から入力される希望局ＵＳＢと希望局ＬＳＢとのうち、混信レベルが低い方の側帯波
を混信成分除去部６へ出力する。
【００６２】
　混信成分除去部６は、信号選択部５から入力される側帯波の周波数成分から、隣接局検
波部７から入力される後述の混信成分に対応する周波数成分を減算処理して、パルスノイ
ズ除去部８へ出力する減算器である。
【００６３】
　パルスノイズ除去部８は、混信成分除去部６から入力された混信成分が除去された側帯
波からパルスノイズを検出し、そのパルスノイズを側帯波から除去した後、線形補完処理
を行う。
【００６４】
　その後、パルスノイズ除去部８は、線形補完処理後の側帯波に対して弱電界処理を行っ
た後、Ｄ／Ａ（ディジタル／アナログ）変換を行った検波信号を出力する。パルスノイズ
除去部８から出力された検波信号は、所定の増幅器（図示略。）により増幅されて車載ラ
ジオに接続されたスピーカ等から音声として出力される。
【００６５】
　隣接局検波部７は、受信信号（ここでは、ＡＭ信号）から隣接局から送信されたＵＳＢ
及びＬＳＢを生成して、それらのＵＳＢ及びＬＳＢから希望局ＵＳＢ又は希望局ＬＳＢに
含まれている混信成分（妨害局ＵＳＢ又は妨害局ＬＳＢの周波数成分）を抽出して、混信
成分除去部６へ出力検波回路である。
【００６６】
　なお、この隣接局検波部７には、受信したＡＭ信号から抽出された所定の帯域幅（中間
周波数）の信号をＡ／Ｄ変換したＡＭ信号が入力される。この中間周波数のＡＭ信号の抽
出、及びＡ／Ｄ変換は、所定のＦ／Ｅ（図示略。）により行われる。
【００６７】
　この隣接局検波部７の具体的な回路構成は後に詳述するが、この隣接局検波部７は、第
２位相同期部７１と、信号選択部７２と、積算部７３と、妨害周波数抽出部７４とを備え
ている。
【００６８】
　第２位相同期部７１は、受信したＡＭ信号を妨害局の搬送波に位相同期させた信号（以
下、「妨害局同期信号」という。）と、受信したＡＭ信号を妨害局の搬送波の位相を９０
°シフトさせた信号に位相同期させた信号（以下、「妨害局シフト信号」という。）とを
生成する。
【００６９】
　このとき、第２位相同期部７１は、信号選択ロジック４から入力された選択信号に基づ
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いて、上側妨害局、又は下側妨害局の何れか一方を選択し、選択した妨害局の搬送波に受
信したＡＭ信号に同期させて、妨害局同期信号と妨害局シフト信号とを生成する。
【００７０】
　このとき、第２位相同期部７１は、信号選択ロジック４により希望局ＵＳＢの混信レベ
ルが希望局ＬＳＢの混信レベルよりも低いと判定されていた場合、ＡＭ信号を同期させる
信号として上側妨害局の搬送波を選択する。
【００７１】
　一方、第２位相同期部７１は、信号選択ロジック４により希望局ＬＳＢの混信レベルが
希望局ＵＳＢの混信レベルよりも低いと判定されていた場合、ＡＭ信号を同期させる信号
として下側妨害局の搬送波を選択する。
【００７２】
　そして、第２位相同期部７１は、妨害局同期信号及び妨害局シフト信号のそれぞれに、
受信したＡＭ信号を掛け合わせることによって、妨害局ＵＳＢ及び妨害局ＬＳＢを生成し
て信号選択部７２へ出力する。
【００７３】
　信号選択部７２は、信号選択ロジック４から入力される選択信号に基づいて、第２位相
同期部７１から入力された妨害局ＵＳＢ又は妨害局ＬＳＢの何れか一方の側帯波を積算部
７３へ出力する。
【００７４】
　このとき、信号選択部７２は、信号選択ロジック４により希望局ＵＳＢの混信レベルが
希望局ＬＳＢよりも低いと判定されていた場合に、上側妨害局ＵＳＢを積算部７３へ出力
する。
【００７５】
　一方、信号選択部７２は、信号選択ロジック４により希望局ＬＳＢの混信レベルが希望
局ＵＳＢよりも低いと判定されていた場合に、下側妨害局ＬＳＢを積算部７３へ出力する
。
【００７６】
　積算部７３は、信号選択部７２から入力される側帯波（妨害局ＵＳＢ又は妨害局ＬＳＢ
）に対して、第２位相同期部７１で選択された妨害局と希望局との搬送は周波数の差分（
絶対値）を積算処理し、積算結果である搬送波と音声信号との位相和と位相差とを含む信
号を妨害周波数抽出部７４へ出力する。
【００７７】
　妨害周波数抽出７４は、積算部７３から入力された信号から、積算処理において用いら
れなかった側の側帯波の周波数成分を抽出して、混信成分除去部６へ出力するＬＰＦ（Lo
w Pass Filter）である。
【００７８】
　信号選択ロジック４により、希望局ＵＳＢの混信レベルが希望局ＬＳＢの混信レベルよ
りも低いと判定されていた場合、乗算部７３では、上側妨害局ＵＳＢが乗算処理に用いら
れ、この妨害周波数抽出７４からは、上側妨害局ＬＳＢの周波数成分が出力される。
【００７９】
　一方、希望局ＬＳＢの混信レベルが希望局ＵＳＢの混信レベルよりも低いと判定されて
いた場合、乗算部７３では、下側妨害局ＬＳＢが乗算処理に用いられ、この妨害周波数抽
出７４からは、下側妨害局ＵＳＢの周波数成分が出力される。
【００８０】
　次に、図３～図７を参照して、本実施形態に係る変調信号検波装置１の回路構成につい
て説明する。図３は、希望局検波部２を示す回路構成図、図４は、隣接局検波部７を示す
回路構成図、図５は、混信レベル抽出部３を示す回路構成図、図６は、信号選択ロジック
４を示す回路構成図、図７は、パルスノイズ除去部８におけるパルスノイズ検出部を示す
回路構成図である。
【００８１】
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　図３に示すように、希望局検波部２は、ＰＬＬ（１）２０１の一方の出力側に直列に接
続された積算器２０２と、ＬＰＦ（Low Pass Filter）２０３と、ダウンサンプリング２
０４と、ＬＰＦ２０５と、ＨＰＦ（High Pass Filter）２０６と、遅延器２０７と、加算
器２０８とを備えている。
【００８２】
　また、希望局検波部２は、ＰＬＬ（１）２０１の他方の出力側に直列に接続された積算
器２０９と、ＬＰＦ２１０と、ダウンサンプリング２１１と、ＬＰＦ２１２と、ＨＰＦ２
１３と、９０°位相器２１４と、減算器２１５とを備えている。
【００８３】
　ＰＬＬ（１）２０１は、受信信号であるＡＭ信号を希望局の搬送波に位相同期させた希
望局同期信号を生成し、その希望同期信号を積算器２０２へ出力する。
【００８４】
　また、ＰＬＬ（１）２０１は、ＡＭ信号を希望局の搬送波の位相を９０°シフトした信
号に同期させて希望局シフト信号を生成し、その希望局シフト信号を積算器２０９へ出力
する。
【００８５】
　積算器２０２は、ＰＬＬ（１）２０１から入力される希望局同期信号と受信したＡＭ信
号とを積算処理して出力する。
【００８６】
　積算器２０２から出力された信号は、その後、ＬＰＦ２０３により高周波成分が除去さ
れた後、ダウンサンプリング２０４によりダウンサンプリングされる。このように、本実
施形態では、ＡＭ信号をダウンサンプリングすることによって、以後の検波処理における
処理量を低減している。
【００８７】
　その後、ダウンサンプリングされた信号は、ＬＰＦ２０５により高周波成分が除去され
た後、ＨＰＦ２０６で低周波成分が除去され、遅延器２０７により遅延処理が施されて加
算器２０８と減算器２１５とに出力される。こうして加算器２０８と減算器２１５とに希
望局ＵＳＢ＋希望局ＬＳＢの信号が出力される。
【００８８】
　一方、積算器２０９は、ＰＬＬ（１）２０１から入力される希望局シフト信号と受信し
たＡＭ信号とを積算処理して出力する。
【００８９】
　積算器２０９から出力された信号は、その後、ＬＰＦ２０９により高周波成分が除去さ
れた後、ダウンサンプリング２１１によりダウンサンプリングされる。ここでも、ＡＭ信
号をダウンサンプリングすることによって、以後の検波処理における処理量を低減してい
る。
【００９０】
　その後、ダウンサンプリングされた信号は、ＬＰＦ２１２により高周波成分が除去され
た後、ＨＰＦ２１３で低周波成分が除去され、９０°位相器２１４により位相が－９０°
シフトされて減算器２１５と加算器２０８とに出力される。こうして減算器２１５と加算
器２０８とに希望局ＵＳＢ－希望局ＬＳＢの信号が出力される。
【００９１】
　加算器２０８は、希望局ＵＳＢ＋希望局ＬＳＢの信号と希望局ＵＳＢ－希望局ＬＳＢの
信号とを加算処理することにより希望局ＵＳＢを生成して混信レベル抽出部３と信号選択
部５とに出力する。
【００９２】
　一方、減算器２１５は、希望局ＵＳＢ＋希望局ＬＳＢの信号から希望局ＵＳＢ－希望局
ＬＳＢの信号を減算処理することにより希望局ＬＳＢを生成して混信レベル抽出部３と信
号選択部５とに出力する。
【００９３】
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　次に、隣接局検波部７の説明に移る。図４に示すように、隣接局検波部７は、ＰＬＬ（
２）７０１の一方の出力側に直列に接続された積算器７０２と、ＬＰＦ７０３と、ダウン
サンプリング７０４と、ＬＰＦ７０５と、ＨＰＦ７０６と、遅延器７０７と、加算器７０
８とを備えている。
【００９４】
　また、隣接局検波部７は、ＰＬＬ（２）７０１の他方の出力側に直列に接続された積算
器７０９と、ＬＰＦ７１０と、ダウンサンプリング７１１と、ＬＰＦ７１２と、ＨＰＦ７
１３と、９０°位相器７１４と、減算器７１５とを備えている。さらに、隣接局検波部７
は、加算器７０８及び減算器７１５の後段に接続された信号選択部７２と積算部７３とＨ
ＰＦ７１８とを備えている。
【００９５】
　ＰＬＬ（２）７０１は、信号選択ロジック４から入力される選択信号に基づいて選択し
た隣接局の搬送波に、受信信号であるＡＭ信号を位相同期させて妨害局同期信号を生成し
、その妨害局同期信号を積算器７０２へ出力する。
【００９６】
　また、ＰＬＬ（２）７０１は、信号選択ロジック４から入力される選択信号に基づいて
選択した隣接局の搬送波の位相を９０°シフトした信号に、受信信号であるＡＭ信号を位
相同期させて同期させて妨害局シフト信号を生成し、その妨害局シフト信号を積算器７０
９へ出力する。
【００９７】
　積算器７０２は、ＰＬＬ（２）７０１から入力される妨害局同期信号とＡＭ信号とを積
算処理して出力する。積算器７０２から出力された信号は、希望局検波部２と同様に、Ｌ
ＰＦ７０３、ダウンサンプリング７０４、ＬＰＦ７０５、ＨＰＦ７０６、遅延器７０７に
よる各処理を経て、遅延器７０７から妨害局ＵＳＢ＋妨害局ＬＳＢの信号として加算器７
０８と減算器７１５へ出力される。
【００９８】
　また、積算器７０９は、ＰＬＬ（２）７０１から入力される妨害局シフト信号とＡＭ信
号とを積算処理して出力する。積算器７０９から出力された信号は、希望局検波部２と同
様に、ＬＰＦ７１０、ダウンサンプリング７１１、ＬＰＦ７１２、ＨＰＦ７１３、９０°
位相器７１４による各処理を経て、９０°位相器７１４から妨害局ＵＳＢ－妨害局ＬＳＢ
の信号として減算器７１５と加算器７０８へ出力される。
【００９９】
　そして、加算器７０８から信号選択部７２へ妨害局ＵＳＢが出力され、減算器７１５か
ら信号選択部７２へ妨害局ＬＳＢが出力される。信号選択部７２は、信号選択ロジック４
から入力される選択信号に基づいて選択した側帯波（妨害局ＵＳＢ又は妨害局ＬＳＢ）を
積算部７３へ出力する。
【０１００】
　積算部７３は、積算器７１６とＶＣＯ（電圧制御発信器）７１７とを備えている。ＶＣ
Ｏ７１７は、希望局の搬送波周波数と妨害局の搬送波（ＰＬＬ（２）７０１で位相同期に
使用されている妨害局の搬送波）周波数との差分を積算器７１６へ出力する。
【０１０１】
　積算器７１６は、信号選択部７２から入力される側帯波の周波数成分とＶＣＯ７１７か
ら入力される周波数成分とを積算処理し、積算結果である搬送波と音声信号との位相和と
位相差とを含む信号をＨＰＦ７１８へ出力する。
【０１０２】
　ＨＰＦ７１８は、積算部７３から入力された信号から、積算処理において用いられなか
った側の側帯波の周波数成分（混信周波数成分）を抽出して、混信成分除去部６へ出力す
る。このＬＰＦ７１８は、図２における妨害周波数抽出部７４に相当する。
【０１０３】
　次に、混信レベル抽出部３の説明に移る。図５に示すように、直列に接続されたＨＰＦ
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３０１と、絶対値３０２と、ＬＰＦ３０３と、ＬｏｏｐＦｉｌｔｅｒ３０４とにより構成
している。
【０１０４】
　そして、この混信レベル抽出部３は、希望局検波部２から入力される希望局ＵＳＢ及び
希望局ＬＳＢの各信号に対して、ＨＰＦ３０１による低周波成分の除去処理、絶対値３０
２による絶対値の算出処理、ＬＰＦ３０３による高周波成分の除去処理、ＬｏｏｐＦｉｌ
ｔｅｒ３０４による低周波成分の除去処理を施すことによって、希望局ＵＳＢ及び希望局
ＬＳＢの各信号に含まれる各ＤＣ成分を抽出する。
【０１０５】
　この混信レベル抽出部３により抽出された希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢの各ＤＣ成分
は、後段の信号選択ロジック４による混信レベルの判定条件として使用される。
【０１０６】
　このように、混信レベル抽出部３は、ＨＰＦ３０１と、絶対値３０２と、ＬＰＦ３０３
と、ＬｏｏｐＦｉｌｔｅｒ３０４とを直列に接続した簡易な回路構成でありながら、希望
局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢの各ＤＣ成分を希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢの混信レベルと
して抽出するため、各混信レベルを精度よく抽出することができる。
【０１０７】
　次に、信号選択ロジック４の説明に移る。図６に示すように、信号選択ロジック４は、
減算器４０１と、デッドゾーン４０２と、基準値（０）発生器４０３と、比較器（≧）４
０４と、比較器（＜）４０５と、ＮＯＴ論理回路４０６、４０７と、ＯＲ回路４０８と、
ＡＮＤ回路４０９とを備えている。
【０１０８】
　減算器４０１は、混信レベル抽出部３から入力される希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢの
ＤＣ成分の差分信号を算出してデッドゾーン４０２へ出力する。
【０１０９】
　デッドゾーン４０２は、減算器４０１から入力差分信号からチャタリング等に起因した
信号のぶれ成分を除去して比較器（≧）４０４と比較器（＜）４０５とに出力する。
【０１１０】
　比較器（≧）４０４は、基準値（０）発生器４０３から入力される基準値（０）と希望
局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢのＤＣ成分の差分との比較を行い、比較結果が０以上であった
場合、すなわち、希望局ＵＳＢの混信レベルが希望局のＬＳＢ混信レベルよりも高かった
場合に、Ｈ（High）の信号をＮＯＴ回路４０６と、ＡＮＤ回路４０９とへ出力する。
【０１１１】
　一方、比較器（≧）４０４は、比較結果が０未満であった場合、すなわち、希望局ＵＳ
Ｂの混信レベルが希望局ＬＳＢの混信レベルよりも低かった場合に、Ｌ（Low）の信号を
ＮＯＴ回路４０６、ＡＮＤ回路４０９とへ出力する。
【０１１２】
　比較器（＜）４０５は、基準値（０）発生器４０３から入力される基準値（０）と希望
局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢのＤＣ成分の差分との比較を行い、比較結果が０未満であった
場合、すなわち、希望局ＬＳＢの混信レベルが希望局ＵＳＢの混信レベルよりも高かった
場合に、Ｈの信号をＮＯＴ回路４０７と、ＯＲ回路４０８とへ出力する。
【０１１３】
　一方、比較器（＜）４０５は、比較結果が０以上であった場合、すなわち、希望局ＬＳ
Ｂの混信レベルが希望局ＵＳＢの混信レベルよりも低かった場合に、Ｌの信号をＮＯＴ回
路４０７と、ＯＲ回路４０８とへ出力する。
【０１１４】
　ＮＯＴ論理回路４０６は、入力信号を反転させてＯＲ回路４０８へ出力し、ＮＯＴ回路
４０７は、入力信号を反転させてＡＮＤ回路４０９へ出力する。ＯＲ回路４０８は、入力
信号の一方がＨであった場合にＨの信号を出力し、ＡＮＤ回路４０９は、入力信号の両方
がＨであった場合に、Ｈの信号を出力する。
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【０１１５】
　この信号選択ロジック４では、たとえば、希望局ＵＳＢの混信レベルが希望局ＬＳＢの
混信レベルよりも低かった場合に、比較器（≧）４０４からＬの信号が出力され、比較器
（＜）４０５からＨの信号が出力され、結果としてＯＲ回路４０８からＨの信号が、ＡＮ
Ｄ回路４０９からＬの信号が出力される。
【０１１６】
　そして、信号選択ロジック４のＯＲ回路４０８からＨの信号が出力された場合に、信号
選択回路５は希望局ＵＳＢの信号を選択し、ＰＬＬ（２）７０１は、ＡＭ信号に同期させ
る搬送波として、希望局の搬送波周波数よりも高い搬送波周波数を使用している隣接局の
搬送波を選択し、信号選択部７２は、上側妨害局ＵＳＢを選択する。
【０１１７】
　一方、信号選択ロジック４のＡＮＤ回路４０９からＨの信号が出力された場合に、信号
選択回路５は希望局ＬＳＢの信号を選択し、ＰＬＬ（２）７０１は、ＡＭ信号に同期させ
る搬送波として、希望局の搬送波周波数よりも低い搬送波周波数を使用している隣接局の
搬送波を選択し、信号選択部７２は、下側妨害局ＬＳＢを選択する。
【０１１８】
　次に、パルスノイズ検出部の説明に移る。図７に示すように、パルスノイズ検出部は、
直列に接続されたＨＰＦ８０１と絶対値８０２とＬＰＦ８０３とにより構成している。パ
ルスノイズ検出部をかかる構成とすることにより、簡易な回路構成でありながら、混信成
分が除去された側帯波から良好にパルスノイズを検出することができる。
【０１１９】
　以上説明したように、本実施形態の変調信号検波装置１では、希望局ＵＳＢと希望局Ｌ
ＳＢの両側帯波に混信成分が含まれていた場合に、希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢの各混
信レベルを抽出する。
【０１２０】
　そして、変調信号検波装置１は、混信レベルが低い側の側帯波と混信している側帯波を
送信している隣接局の搬送波周波数と受信信号を位相同期させた信号を用いて、混信の要
因となっている隣接局から送信されている側帯波の周波数成分を求める。
【０１２１】
　その後、変調信号検波装置１は、こうして求めた混信の要因となっている周波数成分を
混信レベルの低い側の側帯波から除去することによって、ＡＭ信号から混信成分の除去を
行う。
【０１２２】
　そのため、この変調信号検波装置１は、混信レベルが低い側の側帯波と混信している側
帯波を送信している隣接局の搬送波周波数とＡＭ信号とを位相同期させるための位相同期
回路を設ける必要がないので、両側帯波に混信成分が含まれているＡＭ信号からの混信成
分の除去を可能としつつも、回路規模や製造コスト、検波に要する処理負荷の増大を抑制
することができる。
【０１２３】
　なお、本実施形態では、希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢのうち、混信レベルが低い側の
側帯波と、当該側帯波側の周波数を搬送波周波数としている隣接局から送信されている側
帯波とに基づいて、希望局から送信された側帯波から混信成分を除去する場合について説
明したが、希望局ＵＳＢ及び希望局ＬＳＢのうち、混信レベルが高い側の側帯波と、当該
側帯波側の周波数を搬送波周波数としている隣接局から送信されている側帯波とに基づい
て、希望局から送信された側帯波から混信成分を除去してもよい。
【０１２４】
　すなわち、希望局から送信された上側帯波及び下側帯波のいずれか一方の側帯波を選択
し、その側帯波と、その側帯波側の周波数を搬送波周波数としている隣接局から送信され
る側帯波とに基づいて、希望局から送信された側帯波から混信成分を除去してもよい。
【０１２５】
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　かかる構成とした場合にも、混信成分の除去に用いない側帯波を送信している隣接局の
搬送波周波数とＡＭ信号とを位相同期させるための位相同期回路を設ける必要がないので
、変調信号検波装置の回路規模や製造コスト、検波に要する処理負荷の増大を抑制するこ
とができる。
【符号の説明】
【０１２６】
　１　変調信号検波装置
　２　希望局検波部
　２１　第１位相同期部
　３　混信レベル抽出部
　４　信号選択ロジック
　５　信号選択部
　６　混信成分除去部
　７　隣接局検波部
　７１　第２位相同期部
　７２　信号選択部
　７３　積算部
　７４　妨害周波数抽出部
　８　パルスノイズ除去部

【図１】 【図２】
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